令和8年度 第1回 吹田市地域自立支援協議会 全体会議

開催日：令和8年8月4日（木曜日）
会場：メイシアター 小ホール
この資料は、会議で使用する説明資料を、視覚障がいのある方が読み上げソフトで理解しやすいように文章でまとめたものです。図や表は、内容が分かるよう文章で説明しています。

1　会場案内
このページでは、会場の座席配置について説明します。
会場前方には壇上があります。
壇上には、会長、副会長、各専門部会の発表者など、6人が座ります。
参加者は、壇上の前にある席へ座ります。
参加者席は、地域ごとに6つのグループに分かれています。
グループは、1番から6番まであります。
それぞれのグループには、おおむね5人から6人が配置されています。
各グループには、市職員、相談支援センター職員、事業所職員、関係機関の委員などがバランスよく配置されています。
グループトークでは、この地域ブロックごとに意見交換を行います。

2　会議の日程
会議は午後2時30分から午後4時30分まで行います。
午後2時30分
開会と趣旨説明です。
説明は障がい福祉室が行います。
午後2時35分
障がい者差別解消支援専門部会の報告です。
報告のあと、10分間のグループトークを行います。
午後2時50分
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム専門部会の報告です。
報告のあと、10分間のグループトークを行います。
午後3時5分
当事者会から報告があります。
報告のあと、10分間のグループトークを行います。
午後3時20分
（仮称）障がい福祉推進計画について、障がい福祉室から説明があります。
説明時間は15分です。
午後3時35分
障がい者施策推進専門分科会作業部会から報告があります。
報告のあと、20分間のグループトークを行います。
午後4時
各地域ブロックから発表があります。
各グループ2分程度で発表します。
午後4時15分
吉池会長がまとめを行います。
午後4時20分
最後のグループトークを行います。
午後4時25分
事務連絡です。
午後4時30分
閉会です。


3　吹田市地域自立支援協議会の概要
このページには、地域自立支援協議会の仕組みを示した図があります。
この図は、地域自立支援協議会を中心として、専門部会や関係機関が連携しながら障がい福祉を進めていることを表しています。
それぞれの専門部会で話し合った内容は、全体会議で共有されます。
また、地域で見つかった課題や意見は、今後の施策や計画づくりにも生かされます。


4　グループトーク
地域ごとのグループで自由に意見交換を行います。
最初に、進行役と発表役を決めます。
記録は市職員が担当します。
発言は、所属する団体としての正式な意見ではありません。
自由な意見やアイデアを安心して話してください。
今回いただいた意見は、今後の障がい福祉推進計画を検討する際の参考とします。
グループトークでは、次の3つのルールを大切にしてください。

1つ目は、他の人の意見を批判しないことです。
2つ目は、自由に意見を出すことです。
3つ目は、質より量を大切にし、多くの意見を出すことです。
5　障がい者差別解消支援専門部会の報告
このページでは、令和8年度第1回障がい者差別解消支援専門部会について説明します。
この部会は、令和8年7月9日に開催されました。
今回のテーマは、「当たり前」を見直すプロジェクトです。
このプロジェクトの目的は、参加者が一緒に体験し、一緒に話し合うことで、お互いの気づきを深めることです。
日常生活の中には、障がいのある人にとって気づきにくい壁があります。
その壁を、講義だけではなく、実際の体験や対話を通して理解し、自分自身のこととして考えることを目指しています。

第1弾のテーマは、「みんなで懇親会を開く」です。
飲食店での注文や会場への移動、参加者同士の交流など、普段は気づきにくい困りごとを体験しながら考える内容です。
プロジェクトは次の5つの流れで進めます。
テーマを決めます。
企画と準備を行います。
実際に体験します。
体験を振り返り、対話します。
学んだことを発信し、共有します。

6　精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム専門部会
このページでは、令和8年度第1回専門部会について説明します。
部会は、令和8年7月30日に開催されました。

会議では、地域の関係機関から取組の報告がありました。
報告した団体は、次の3団体です。
社会の中で共に生きる会あゆみ
当事者グループHOPE
のぞみ家族会
また、次の3つを中心に意見交換を行いました。
精神科病院に入院している人の地域移行
精神障がいのある人を支える地域づくり
保健・医療・福祉の連携
グループワークでは、「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」を進めるために、地域でどのような課題があるかを参加者全員で共有しました。

7　当事者会の報告
このページでは、令和8年度7月の当事者会について説明します。
当事者会は、令和8年7月16日に開催されました。
これまでの活動として、
ハンドブックの作成
出前講座
ピアサポート活動
などを進めています。
会議では、普段の生活で困っていることや、地域で「あったらいいな」と思うことについて話し合いました。
参加者からは、次のような意見が出ました。

地域の人に障がいについてもっと知ってほしい。
ハンドブックをもっと多くの人に配布したい。
障がいのある人同士がつながれる場所がもっとあるとよい。
これらの意見は、今後の活動や計画づくりの参考にしていきます。


８　障がい福祉推進計画の概要
このページでは、現在作成を進めている「（仮称）障がい福祉推進計画」の全体構成を説明します。
計画は、次の6つの章と参考資料で構成されています。
第1章　計画策定の趣旨、計画期間、策定体制
第2章　吹田市の障がい福祉の現状と課題
第3章　基本理念、基本目標、施策分野
第4章　施策の展開
第5章　障がい福祉サービスなどの提供体制
第6章　計画の推進体制
参考資料
この計画は、令和9年度から始まる新しい障がい福祉の方向性を示すものです。

９　計画を作る目的
新しい計画では、これまで別々に作成していた2つの計画を一つにまとめます。
一体化する計画は、
吹田市障がい者計画
障がい福祉計画・障がい児福祉計画
の2つです。

計画を一体化することで、障がい福祉の施策を総合的に進め、より効果的な支援につなげることを目指します。

1０　計画の考え方と期間
計画では、国の制度改正や新しい法律も踏まえて内容を整理します。
例えば、
医療的ケア児への支援
情報アクセシビリティ
読書バリアフリー
就労選択支援
合理的配慮
児童発達支援センターの役割
などを反映します。

計画期間は次のとおりです。
障がい者計画は6年間です。
障がい福祉計画と障がい児福祉計画は3年間です。

1１　計画はどのように作るのか
このページは、計画を作る体制を示した図です。
まず、市民や障がい当事者へのアンケートや、団体・事業者への聞き取りを行います。
集まった意見は、地域自立支援協議会や作業部会で共有・検討します。
その後、障がい者施策推進専門分科会で審議を行います。
最後に、市の障がい者福祉事業推進本部が計画を決定します。
このように、市民の意見を取り入れながら、複数の組織で検討を重ねて計画を作成します。


1２　吹田市の現状と課題
吹田市では、障がい者手帳を持つ人が年々増えています。
特に、精神障がい者保健福祉手帳を持つ人の増加が目立っています。
また、障がい児通所サービスの利用者も増加しています。
アンケートでは、次のような課題が多く挙げられました。

将来への不安
相談支援体制の充実
福祉人材の確保
情報の分かりやすさ
地域で暮らすための住まいの確保
これらが、新しい計画で重点的に取り組む課題となります。

1３　これまでの計画を振り返って見えた課題
これまでの計画を振り返ると、次のような課題が整理されました。

複雑な課題への対応
精神障がいにも対応した地域づくり
権利擁護と意思決定支援
療育・教育・就労の連携
ハード面だけでなくソフト面を含めた環境整備
障がい理解や合理的配慮の普及
虐待防止の取組
これらを踏まえて、新しい計画を作成します。

1４　次期計画で重視する10のポイント
新しい計画では、次の10項目を重点的に進めます。

複雑化・複合化した課題への対応
地域生活への移行支援
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム
重度障がいのある人の暮らしの場の整備
ソフト面を含めた環境整備
療育・教育・就労の連携
権利擁護と意思決定支援
コミュニケーション支援
障がい理解と合理的配慮、虐待防止
障がい福祉人材の確保
この10項目を中心に、今後の施策を進めていきます。


1５　基本理念と基本目標
新しい計画でも、現在の基本理念を引き継ぎます。
基本理念は、
「住み慣れた地域で安心して、育ち、学び、働き、暮らせるまち　吹田」
です。

この理念を実現するため、3つの基本目標を定めます。
1つ目は、地域で安心して暮らせるよう、支援の仕組みと生活の場を整えることです。
2つ目は、子どもから大人まで、ライフステージに応じて切れ目なく支えることです。
3つ目は、権利が守られ、一人ひとりが自分らしく暮らせる地域をつくることです。


1６　施策分野
基本目標を実現するため、新しい計画では10の施策分野を設定します。
施策分野は次のとおりです。

相談支援
育ち・学び
子どもから大人へのくらしのつながり
地域生活
住まい・生活環境
就労
意思疎通支援・権利擁護
防災・防犯
人材確保・育成・サービスの質の向上
障がい理解促進・差別解消
これらの施策分野は、前のページで説明した10の重点ポイントと関連付けながら進めていきます。

1７　施策体系
ここからは、10の施策分野ごとに、どのような取組を進めるのかを説明します。
施策分野1　相談支援
相談支援では、安心して相談できる体制づくりを進めます。

主な取組は次の2つです。
相談支援体制を充実させ、専門人材を育成します。
関係機関が連携し、包括的な支援体制を整えます。
子育て支援センターや基幹相談支援センターを中心に、相談しやすい仕組みづくりを進めます。
施策分野2　育ち・学び
子どもが安心して育ち、学べる環境づくりを進めます。
主な取組は、
早期発見から支援につなげる体制づくり
学びの機会の保障
児童発達支援センターを中心とした療育の充実
です。
施策分野3　子どもから大人へのくらしのつながり
子どもから大人になるまで、切れ目のない支援を目指します。
主な取組は、
ライフステージの移行支援
家族への支援
特別な支援が必要な人への支援
医療的ケアが必要な人への支援
重度障がいのある人や強度行動障がいのある人への支援
です。

1８　施策分野4から7
施策分野4　地域生活
地域で安心して暮らし続けられるよう支援します。
主な取組は、
地域移行と地域定着
在宅サービスの充実
移動支援
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの推進
です。
施策分野5　住まい・生活環境
安心して暮らせる住まいを確保します。
また、ユニバーサルデザインの考え方を取り入れたまちづくりを進めます。
施策分野6　就労
働きたい人を支えるため、
多様な就労機会の確保
就労支援の充実
福祉的就労の充実
工賃向上
に取り組みます。
施策分野7　意思疎通支援・権利擁護
障がいのある人が自分らしく生活できるよう支援します。
主な取組は、
分かりやすい情報発信
コミュニケーション手段の充実
意思決定支援の推進
成年後見制度の利用促進
虐待防止と早期発見
です。

１９　施策分野8から10
施策分野8　防災・防犯
災害や犯罪から障がいのある人を守るため、
障がい特性に応じた災害対策
事業所での安全確保
防犯対策の普及
を進めます。
施策分野9　人材確保・育成・サービスの質の向上
障がい福祉を支える人材を育てます。
主な取組は、
障がい福祉の魅力発信
人材の確保と育成
定着支援
サービスの質の向上
です。
施策分野10　障がい理解促進・差別解消
障がいへの理解を広げ、差別のない地域を目指します。
主な取組は、
障がい理解の促進
合理的配慮の提供
差別解消の取組
です。

２０　障がい福祉推進計画に向けた意見交換
このページでは、（仮称）障がい福祉推進計画を作るための意見交換について説明します。
地域自立支援協議会からも作業部会に参加し、計画案について話し合っています。

5月29日は、少人数のグループで話し合い、メンバーを入れ替えながら意見交換を行う「ワールドカフェ方式」で実施しました。
その後も、7月10日と7月21日に会議を開き、施策分野ごとに意見交換を行いました。
参加者は、障がいのある人や支援に関わる人の立場から意見を出し合い、その内容を計画の素案へ反映することを目指しています。


21　メモ
このページは自由にメモを書くためのページです。


22　関連情報
資料の最後には、吹田市ホームページの関連情報が掲載されています。
掲載されている内容は、次の4つです。
吹田市地域自立支援協議会
障がい者差別解消支援専門部会
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム専門部会
当事者会
これらのページでは、会議予定や活動内容などを確認できます。
